


食品用チューブ包装:ライナー、シール、規制適合、賞味期間に関するB2B向けガイド

Details
要点: 食品用チューブ包装とは、食品接触対応の内側ライナーと蓋・封止システムを備えた板紙チューブです。茶、コーヒー、スパイス、菓子、スナックのいずれにも使われています。適切
な仕様を選ぶには、まず食品が水分、酸素、油分、香りにどれだけ敏感かを把握します。次に賞味期間の目標を定め、その目標に合わせてライナー、シール、適合関連の書類を揃えます。

食品用チューブ包装は、もはやプレミアムなギフトセット専用ではありません。茶舗、スペシャルティコーヒーのロースター、スパイスのブレンダー、ショコラティエ、スナックブランドが、
日常使いのSKUにも板紙チューブを採用しています。チューブは印刷面が広く、硬くて潰れにくい胴体を備え、紙繊維はサステナビリティの訴求にも役立ちます。食品用チューブの不具合
の多くは、外側のアートワークではなく内側、つまりライナー、シール、そしてそれらを裏づける書類に起因します。このガイドでは、この3層がどのように機能するのか、そして求める賞
味期間をそれぞれの選択にどう反映させるべきかを解説します。

なぜ食品用チューブの不具合は、印刷所ではなく店頭の棚で起こるのか?
問題: チューブは外観検査に合格しても、中の食品が劣化することがあります。リーフティーは湿気や台所のにおいを吸収し、香りが抜けて平坦になります。粉末スパイスは固結し、揮発性
の精油成分を失います。チョコレートは、保護のない板紙に油脂が移行し、外層に黒ずんだシミを残します。焙煎直後のコーヒーは二酸化炭素を出し続けるため、きつく密閉した蓋が膨らん
だり外れたりすることがあります。スナックは、湿気が入ると湿気り、酸素が入ると酸敗します。

痛手: こうした不具合は、在庫がすでに流通に乗っている発売の数週間後に表れることが多く、さらに二つ目のコストも招きます。小売業者や輸入業者からは、食品接触の宣言書、移行試験
報告書、そして2026年以降はEU向けにライナーへPFASが意図的に添加されていないことの証拠まで求められるケースが増えています。これらの書類がなければ、商品の味に問題が
なくても取り扱いが止まりかねません。紙のチューブは成長カテゴリーでもあります。ある業界市場レポートでは、食品・飲料がすでに38.6%を占めているのは、 プッシュアップ板紙
チューブ市場[1]です。それだけ、実際に性能を発揮するチューブを持つ競合が増えるということです。

解決策: 仕様は食品側から組み立てましょう。まず、何が製品を傷めるのかを特定します。次に、どれだけの期間、どのような条件で品質を保つ必要があるかを決めます。ライナー、蓋・封
止部、適合の証拠を選ぶのはその後です。以下の各章は、この順序で進めます。
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食品用チューブ包装とは?
食品用チューブは、板紙を数層重ねた円筒形の容器です。各層はマンドレル(芯金)にスパイラル巻きまたは平巻きで巻き付け、接着剤で貼り合わせます。食品用チューブの各層には、それぞ
れ役割があります:

外層: ブランドを表示する、印刷可能なラベル用紙またはクラフト紙。
構造層: チューブに剛性と耐圧縮性を与える芯材の板紙。壁厚は通常、次のようなキャリパー法で確認します: TAPPI T 411[2].
内側ライナー: 食品に直接触れる唯一の層。水分、酸素、油分、香りの透過を制御します。
端部: 底部と上部の蓋・封止部。上部は、蓋、メンブレンシール、出し口キャップのいずれかです。

https://www.futuremarketinsights.com/reports/push-up-paperboard-tube-market
https://www.futuremarketinsights.com/reports/push-up-paperboard-tube-market
https://imisrise.tappi.org/TAPPI/Products/01/T/0104T411.aspx


食品用チューブには、一般的な形式が三つあります。蓋が本体にかぶさる2ピース式のテレスコープ型は、茶、ギフト用菓子、コーヒー豆に人気です。ピール式メンブレンと再閉可能なオー
バーキャップを備えたキャニスター型は、スナックやコーヒー粉末に向いています。穴あきの振り出し口を備えたシェイカー型チューブは、スパイス、調味料、シュガートッピングに使われ
ます。四つ目の形式である、底がスライドするプッシュアップチューブは、主にパーソナルケアの固形スティックに使われます。バームや固形バーも扱う場合は、当社の 固形パーソナルケア
製品向けオーダーメイドのプッシュアップ紙チューブ のページで、この形式を別途解説しています。

食品の種類ごとに、どのような脅威があるのか?
乾燥食品には、たいてい一つか二つの主要な劣化モードがあります。ライナーとシールの予算は、あらゆるバリアに均等に割くのではなく、そこに投じるべきです。水分活性(aw)は出発点
として役立ちます。乾燥食品の多くは約0.6を下回り、この水準では微生物の増殖がほぼ止まります。それ以下では、賞味期間に対する現実的なリスクは、微生物ではなく物理的・化学的な
ものになります。

食品カテゴリー 主な脅威 不具合の現れ方 バリアの優先事項

リーフティーとティーバッグ 水分、香りの損失、においの移り カップでの味わいが平坦になる、カビ臭、インクや
接着剤のにおいの吸着 水分・香りバリア、低臭のインクと接着剤

コーヒー豆とコーヒー粉末 酸素、CO2 圧力、水分 風味の劣化、蓋の膨らみや外れ 酸素バリアに加え、圧力を逃がす経路(一方向バルブまたは
ベント付きメンブレン)

ホールおよびパウダーのスパイス 水分、揮発性精油の損失、光 固結、パプリカやターメリックの退色、香りの弱ま
り 水分バリア、不透明な壁面、出し口の制御

チョコレートと菓子 油分の移行、においの移り、温度変
化の繰り返し 外層への油シミ、ファットブルーム、異味 耐油バリア、再生繊維由来の汚染物質に対する機能性バリア

クリスプ、ナッツ、焼き菓子系スナッ
ク 水分、酸素、破損 食感の軟化、酸敗した味、割れ 水分・酸素バリア、気密メンブレン、剛性のある壁面

チョコレートには、見落としやすい理由でさらに注意が必要です。構造層の板紙に再生繊維が含まれていると、古い印刷インキに由来する鉱物油炭化水素が、気相を介して油脂の多い食品に
移行することがあります。バージン繊維の内層や専用の機能性バリアライナーは、油分の多い製品でこのリスクを抑える標準的な方法です。

https://jp.zigpac.com/custom-boxes/custom-push-up-paper-tubes.html
https://jp.zigpac.com/custom-boxes/custom-push-up-paper-tubes.html


賞味期間から逆算して食品用チューブの仕様を組み立てる方法
以下のステップが扱うのは、食品に特有の判断だけです。チューブ全般の検証や検査は、この記事の対象外です。

ステップ1:賞味期間の表示と保管条件を定める

目標とする「賞味期限」までの期間を書き出し、そのうえで現実的に想定される最悪の保管条件を加えます。たとえば、蒸し暑い夏の倉庫、日の当たるショーウィンドウ、低温の輸出コンテ
ナなどです。空調の効いたカフェでは茶を6か月新鮮に保てるチューブでも、沿岸部の市場でははるかに短くなることがあります。必要なバリア性能は、期間と条件の両方で決まります。

ステップ2:表示内容を測定可能なバリア目標に置き換える

「鮮度を保つ」を、サプライヤーが試験できる数値に置き換えます。一般的な指標は、ASTM F1249などの方法で測定する水蒸気透過度と、ASTM D3985で測定する酸素
透過度です。試験の対象はライナー素材に加え、できれば密閉した完成品のチューブも含めるべきです。継ぎ目や蓋の嵌合のほうが、ライナーそのものより漏れやすいことが多いためです。
方法を選ぶ際は、 ASTMの紙・包装規格[3] のコレクションが、双方が受け入れられる方法を選ぶうえで役立ちます。

ステップ3:目標を満たす最も軽量なライナーを選ぶ

ライナーを過剰仕様にするとコストが上がり、リサイクル性も損ないかねません。たとえばアルミ箔ラミネートはほぼ完全なバリア性を持ちますが、複合素材の構造を受け入れない、または
等級を下げる製紙工場もあります。製品に必要な賞味期間が乾燥条件下で短ければ、グラシン紙や耐油紙のライナーで足りる場合があり、チューブを単一素材に近づけられます。下の比較表
で、それぞれのトレードオフを確認できます。

ステップ4:蓋・封止部を最も弱い箇所に合わせる

空気は通常、壁面ではなく蓋・封止部からチューブに入ります。差し込み式のテレスコープ蓋は気密ではないため、製品がある程度の空気の出入りに耐えられるか、内袋を併用することが前
提になります。酸素に敏感なスナックやコーヒー粉末には、再閉可能なキャップの下に、誘導加熱シールまたはヒートシールの箔メンブレンを使用します。焙煎後すぐに充填するコーヒーに
は一方向の脱ガスバルブも必要で、CO2 が抜けつつ酸素は入らないようにします。さらに、シール前に窒素フラッシュを行うと、ヘッドスペースに残る酸素をいっそう減らせます。

ステップ5:生産前に適合関連の書類を固める

食品に触れるすべての素材(ライナー、内側の接着剤、コーティングやシール層)について、適合宣言書を入手します。乾燥系、脂肪系、水性系など、自社製品を代表する食品擬似溶媒を用い
た移行試験の結果も請求してください。耐油ライナーのPFASの状況も必ず確認します。どの規則が適用されるかは、次の章で説明します。

https://store.astm.org/products-services/standards-and-publications/standards/paper-standards-and-packaging-standards.html


ステップ6:実際の食品で賞味期間試験を行う

代用品ではなく、実際の製品を充填して密封したサンプルを用意します。最悪条件で保管し、品質管理チームが加速条件を使っている場合は、それでも保管します。そのうえで、一定間隔で
水分含有量、官能評価、色、油のにじみを確認します。空のチューブのデータでは、チョコレートの油脂移行やスパイスの固結は分かりません。

紙チューブにはどの食品接触規制が適用されるのか?

米国

FDAは、食品に移行しうる包装部材を食品接触物質として扱っています。 FDAの包装・食品接触物質プログラム[4] は、承認に至るいくつかの経路を認めています。紙および板紙の部
材は、主に21 CFR パート176の対象です。セクション176.170は水性・脂肪性食品との接触を、セクション176.180は乾燥食品を対象としています。この違いは重要で
す。乾燥食品向けにのみ認可されたライナーが、チョコレートやナッツ系スナックに自動的に適するとは限りません。個々の物質は、 21 CFR 収載物質のFDAインベントリー[5]で照
合できます。また、FDAの 構成要素の規制上の位置付けの判定[6] に関するガイドが、各層の文書化の方法を説明しています。2024年には、FDAがPFASを用いた耐油剤は米国
市場で食品接触用途としてはもう販売されていないと発表しました。それでも、輸入した耐油紙ライナーについては、書面での確認を求めてください。

欧州連合

EUでは、食品接触材料はすべて、枠組み規則(EC) No 1935/2004と、規則(EC) No 2023/2006の適正製造規範のルールを満たさなければなりません。紙その
ものにはEU共通の個別措置がないため、サプライヤーは各国の勧告を参照することがよくあります。一方、プラスチックのコーティングやシール層は、規則(EU) No 10/2011
の対象です。さらに、 包装および包装廃棄物規則(EU) 2025/40[7] は、八月12日(2026年)から適用されています。食品接触包装におけるPFASを所定の濃度しきい値を
超えて制限しており、旧来のフッ素化合物系の耐油紙に直接影響します。そのリサイクル設計要件は、 欧州委員会の包装廃棄物のページ[8]にまとめられており、必要としない製品に厚手の箔
ラミネートを使うことの正当化も、いっそう難しくなります。

繊維の調達と使用後に関する表示

FSCのCoC(管理の連鎖)認証は、 FSCの紙・包装ページ[9]に記載されているとおり、責任ある繊維調達を検証するものです。ただし食品安全の認証ではないため、適合宣言書の代わ
りにはなりません。リサイクルに関する表示では、米国で紙・板紙包装のリサイクル率が80.9%に達していることに留意してください(出典: 米国EPA[10] 、2018年のデータ)。
リサイクル業者がその価値を回収できるのは、ライナーと金属の端部を分離できる場合、または繊維のルートに適合する場合に限られます。油分を含んだ脂肪性食品のチューブは、汚染され
た廃棄物として除外されることが多いため、包装上の廃棄案内の文言には注意してください。

https://www.fda.gov/food/food-ingredients-packaging/packaging-food-contact-substances-fcs
https://www.fda.gov/food/packaging-food-contact-substances-fcs/inventory-food-contact-substances-listed-21-cfr
https://www.fda.gov/food/packaging-food-contact-substances-fcs/determining-regulatory-status-components-food-contact-material
https://eur-lex.europa.eu/eli/reg/2025/40/oj
https://environment.ec.europa.eu/topics/waste-and-recycling/packaging-waste_en
https://fsc.org/en/businesses/paper-packaging
https://www.epa.gov/facts-and-figures-about-materials-waste-and-recycling/containers-and-packaging-product-specific


食品用チューブ包装のライナーと蓋・封止方式の比較
以下の表は、バリア性能の相対的な比較です。実際の値は坪量、コーティング量、継ぎ目の品質によって変わるため、ご自身の構造で試験データを取って確認してください。

内側ライナー 水分 酸素 油分 リサイクル性に関する注記 代表的な用途
無塗工のバージンクラフト 低 低 低 紙の回収ルートに最適 個包装済み品の外装用
グラシン紙または耐油紙(非フッ素系) 低〜中 低 中〜高 一般に紙のルートに適合 賞味期間の短い茶、包装済み菓子
水系分散バリアコーティング 中 低〜中 中〜高 離解(再パルプ化)性を考慮した設計。製紙工場で確認 賞味期間が中程度のスパイス、茶、乾燥スナック
PEコート紙 中〜高 低 中 プラスチック層。プラスチックのFCM規則の対象 箔なしで水分管理が必要な製品
蒸着フィルムラミネート 高 中〜高 高 複合素材。分離が必要になることが多い コーヒー、高級茶
アルミ箔ラミネート 非常に高 非常に高 非常に高 繊維のルートでは最もリサイクルしにくい 賞味期間の長いスナック、コーヒー粉末

蓋・封止方式 気密か? 再閉できるか? 適した用途
紙製テレスコープ蓋 いいえ はい 茶、ギフト用菓子、内袋入りコーヒー
巻き締め金属端部 はい(巻き締め時) いいえ(底部のみ) キャニスター用の剛性のある底部
剥離式の箔メンブレン+オーバーキャップ はい オーバーキャップのみ スナック、コーヒー粉末、窒素フラッシュ充填
一方向バルブ付きメンブレン はい(ベント機能付き) オーバーキャップのみ 焙煎直後のコーヒー
振り出し口またはシェイカートップ いいえ(メンブレンの下に使う場合を除く) はい スパイス、調味料、シュガートッピング
シュリンクバンドまたは紙のシールラベル いいえ — あらゆる形式での改ざん防止

特定の構造について、見積寸法、最小数量、納期をご希望の場合は、製品、目標とする賞味期間、仕向け先の市場をお知らせください。カタログ上の数字ではなく、設計に基づく提案をお返
しします。

FAQ
FAQ:紙チューブは箔ライナーなしでコーヒーを保存できますか?
賞味期間が短い場合や、豆がバルブ付きの内袋に入っている場合に限られます。コーヒーは酸素に非常に敏感で、焙煎直後の豆はCO2を放出します。そのため、袋に入れない場合は、通常、
蒸着フィルムや箔のような高酸素バリアのライナーと、一方向バルブ付きメンブレンの併用が必要です。

FAQ:「食品用」という表示だけで適合は足りますか?



いいえ。「食品用」は規制上の区分ではありません。適用される規則を明記した適合宣言書を請求してください。たとえば、米国なら21 CFR 176.170または176.180 in、
EUなら規則(EC) No 1935/2004 inなどです。食品の種類と充填条件に合った移行試験の結果も請求してください。

FAQ:耐油ライナーにPFASは含まれますか?

従来の耐油紙には、フッ素化合物による処理がよく使われていました。現在は、高密度のグラシン紙、水系分散コーティング、フィルム層などが代わりに使われています。EU向けの商品で
は、PPWRのPFAS規制が八月12日(2026年)から適用されているため、ライナーのサプライヤーからPFASの状況について書面で確認を取ってください。

FAQ:チョコレートがチューブの外側にシミを作るのはなぜですか?

カカオバターは、耐油バリアのない層であればどこでも浸透し、温度変化が繰り返されるとその速度が上がります。耐油ライナーを使い、実際のレシピで高めの温度での保管条件のもとで試
験してください。板紙に再生繊維が含まれる場合は、鉱物油の移行を抑える機能性バリアも追加します。

FAQ:金属端部付きの食品用チューブはリサイクルできますか?

消費者または選別施設で金属を板紙から分離できる場合は、リサイクル可能です。使用後の処理をより簡単にしたい場合は、オール紙の端部と、紙のルートに適合するバリアコーティングの
組み合わせを検討し、各部品の捨て方を消費者に分かりやすく伝えましょう。

FAQ:食品用チューブはスパイスをどれくらい新鮮に保てますか?

ライナー、蓋・封止部、保管時の湿度によって変わるため、一つの数字は当てはまりません。まず目標を定め、次に実製品を使った試験で、一定間隔で吸湿、固結、香りを確認して裏づけて
ください。

重要ポイント
食品は、すでにプッシュアップ板紙チューブの主要な用途です — 用途シェアは38.6%(出典)
プッシュアップ板紙チューブ市場全体は着実に成長しています — USD 1.4十億(2025年)からUSD 2.1十億(2035年まで)へ拡大し、CAGR
は4.2%(出典)
食品接触包装のPFAS制限を含むEUの包装規則が、すでに適用されています — 八月12日(2026年)より(出典)
米国の紙ライナーの認可は食品の種類で決まります — 主要セクションは2つ。水性・脂肪性食品向けが21 CFR 176.170、乾燥食品向けが176.180(出典)
板紙のリサイクル面での強みは、ライナーと端部が許す場合にのみ成り立ちます — 紙・板紙包装の米国でのリサイクル率は80.9%(出典)

まとめ
優れた食品用チューブは、内側から設計します。まず、水分、酸素、油分、香りのうち、何が製品にとって最大の脅威かを見極めます。次に、現実的な保管条件のもとで賞味期間の表示を確
定します。その表示を満たす最も軽量なライナーと最もシンプルな蓋・封止部を選び、食品に接するすべての層を、販売する市場ごとの書類で裏づけます。この順序で進めるブランドは、出
荷後になって初めて表面化する、包装の失敗の中で最もコストの高いものを避けられます。茶、コーヒー、スパイス、菓子、スナック用のチューブを計画中でしたら、製品の詳細と市場をお
知らせください。試験できる仕様づくりをお手伝いします。
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